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台
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セッション瓶 大アジア主義部門

「大
ア
ジ
ア
主
義
」
は
孫
文
先
生
が
、

一
九
二
四
年
十

一
月
二
十
八
日
に
日
本
神
戸
高
等
女
学
校
で
、
神
戸
商
業
会
議
所
等

の
五
つ
の
団
体
に
対
し
て
講
演
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
「
ア
ジ
ア
共
同
体
」
の
構
想
は
、
日
本
統

一
思
想
研
究
院
が
文
鮮
明
先

生
の
思
想
に
よ

っ
て
設
計
し
た
理
想
の
ア
ジ
ア
団
体
で
あ
り
、
こ
の
理
想
は
第
四
回
ア
ジ
ア
教
授
統

一
思
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

成
熟
し
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

一
九
八
六
年
二
月
二
日
ー
五
日
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

孫
文
先
生
は

「
大
ア
ジ
ア
主
義
」

の
講
演
の
原
稿
内
で
、
ア
ジ
ア
の
王
道
文
化
を
強
調
し
、
そ
の

「以
徳
化
人
」

(徳
で
人

間
を
感
化
す
る
)
感
化
力
に
よ
り
、
道
徳
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ア
ジ
ア
の
独
立
自
主
と
繁
栄
富
強
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
し
て
そ
の
最
終
目
標
は
、
西
洋
の
覇
道
文
化
を
領
導
し
て
、
と
も
に
世
界
大
同
の
目
標
に
向
か
い
、
人
類
の
政
治
社
会
の
究

極
的
理
想
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。
「
ア
ジ
ア
共
同
体
」
は
、
文
鮮
明
先
生
の
神
学
的
な
宗
教
信
念
に
よ
り
、
愛

と
統

一
で
ア
ジ
ア
各
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
諸
問
題
を
連
結
し
て
、
神
の
み
旨
と
導
き
を
通
じ
、
全
世
界

・
全
人
類
共

同
体

へ
進
む
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
終
的
目
標
の
理
念
上
で
も
、
ま
た
短
期
の
目
標

の
設
計
上
で
も
、
「大
ア
ジ
ア
主
義
」
と

「
ア
ジ
ア
共
同
体
」
は
、
そ
の

考
え
方
や
方
法
に
お
い
て
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
愛
と
関
心
の
根
本
意
義
に
お
い
て
、
両
者
は
共
同
意
識
を
持

つ
も

の
で
あ
る
。

以
下
、
学
術
的
な
方
式
で
、
特
に
哲
学
的
な
立
場
で
、
こ
の
二
つ
の
偉
大
な
文
化
構
想
と
そ
の
相
互
間
に
存
在
し
て
い
る
と
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、



思
わ
れ
る
関
係
を
探
求
し
た
い
と
思
う
。
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二

大
ア
ジ
ア
主
義
の
内
的
意
義
に
対
す
る
考
察

孫
文
先
生
は
、
六
千
五
百
字
に
も
満
た
な
い
そ
の
講
演

の
原
稿

「大
ア
ジ
ァ
主
義
」
の
中
で
、
明
確
に
三
側
面
か
ら
そ
の
思

想
を
表
現
し
た
。
ま
ず
ア
ジ
ア
文
化
の
歴
史
的
発
展
を
概
約
的
に
述
べ
、
次
い
で
文
化
の
内
的
嚢

を
透
視
し
・
最
後
に
現
代

 的
意
義
の
設
計
で
ア
ジ
ア
の
団
結
の
必
要
性
と
そ
の
人
類
世
界
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
責
任
と
を
指
摘
し
た
。

 

(1
)

ア
ジ
ア
文
化

の
歴
史
的
発
展
の
概
略

ア
ジ
ア
は
世
界
で

一
番
古
い
文
化
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
数
千
年
前
か
ら
ア
ジ
ア
で
は
既

に
哲
学
、
倫
理
、

宗
教
、
そ
し
て
工
業
的
文
化
夏

も
始
ま

・
て
い
た
。
・
占

・
パ
の
多
く
の
文
化
、
倒

え
ば
ギ
リ
シ
ア
・
。
↓

等
は
皆
ア

ジ
ア
か
ら
伝
わ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
的
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
現
代
の
多
く
の
新
文
化
も
、
起
源
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
皆

こ
の

古
い
文
化
か
ら
起
こ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
文
化

の
衰
微
は
、
こ
こ
数
百
年
来
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
興
隆
も
、

こ
こ
数
百
年
来
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
対
的
な
情
勢
に
よ

っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
侵
略
が
形
成
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
マノ

 の
勢
力
は
ア
ジ
ア
に
侵
入
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
抑
圧
し
、
国
家
ま
で
滅
亡
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
慧

も
起

三

た
・
一手

年
前

ま
で
は

二

九
二
四
年
か
ら
警

れ
ば
+
九
世
紀
末
の
・・
と
に
な
る
が
)
ア
ジ
ア
に
は
完
全
な
皇

独
立
票

ほ
と
ん
ど

一
国

.
」
■

.
d

 

1
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セッションW大 アジア主義部門

も
な
か

っ
た
。
も

っ
と
悪

い
こ
と
に
は
、
ア
ジ
ア
人
は
自
分
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
及
ば
な
い
と
自
認
し
、
そ
の
植
民
と
な
る
こ

と
に
甘
ん
じ
た
。

三
十
年
来

(二
十
世
紀
初
期
)
に
、
や

っ
と
転
機
が
来
た
。
そ
の
転
機
と
は
、
日
本
の
独
立
と
復
興
で
あ
る
。
そ
れ
は
東
ア

ジ
ア
の
転
機
で
あ
り
、
西
ア
ジ
ア
に

つ
い
て
い
え
ば
、
ト
ル
コ
の
独
立
と
復
興
が
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
は
、

こ
の
東
西
の
二
つ
の

独
立
と
復
興
と
に
激
励
さ
れ
て
、
大
き
な
希
望
が
湧

い
て
き
、
元
来
植
民
地
で
生
活
し
て
い
た
人
た
ち
も
今
や
独
立
と
復
興
と

を
願
う
よ
う
に
な
っ
た

。

そ
の
中
で
も
特
に
日
本
の
復
興
で
、
日
露
戦
争
に
お
い
て
ソ
連
に
勝

っ
た
こ
と
が
、
全
世
界
か
ら
黄
色
人
種
が
白
色
人
種
に

勝

っ
た
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
積
極
的
な
意
義
は
、

ア
ジ
ア
人
と
ア
ジ
ア
国
家
が
、
既
に
覚
醒
し
、
自
立
自
強
し
よ

う
と
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
ー
。

(2
)

ア
ジ

ア
文
化

の
内

的
意
義

文
化
の
モ
デ
ル
の
定
位
に
お
い
て
、
孫
文
先
生
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
質
文
明
と
ア
ジ
ア
の
精
神
文
化
と
を
対
立
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
数
百
年
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
は
科
学
的
な
功
利
的
な
、
武
力

で
人
を
圧
迫
す
る
覇
道
文
化
で
あ
る
。
し
か
る
に
ア
ジ
ア
文
化
は
、
仁
義
道
徳
的
で
あ
り
、
道
徳
で
人
を
感
化
す
る
王
道
文
化

の

 で
あ
る
。

こ
の
二
種
類
の
全
く
異
な
る
文
化
類
型
の
最
も
は
っ
き
り
し
た
証
明
と
し
て
、
西
洋
が
強
大
に
な
る
や
否
や
、
他
人
を
圧
迫

す
る
の
に
対
し
、
中
国
の
歴
史
に
も
非
常
に
強
大
な
時
代
が
あ

っ
た
が
、
し
か
し
中
国
は
強
大
に
な
っ
て
も
他
人
を
侮
蔑
す
る
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こ

と

な

く

、
㈹

り

と

し

た

。

道
徳
で
人
を
感
化
す
る
方
法
で
文
化
を
蟄

し
、
他
の
小
国
は
中
国
に
朝
貢
し
、
中
国
の
属
国
と
な
る

こ
と
を
誇

170

だ
か
ら
、
大

ア
ジ
ア
主
義
を
打
ち
た
て
套

礎
と
理
由
も
、
仁
義
道
徳
の
共
通
的
認
識
に
あ
吹

す
な
わ
ち
人
間
に
徳
を
指

向
さ
せ
る
王
道
文
化
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
学
ん
だ
武
力
で
人
を
屈
服
さ
せ
る
覇
道
文
化
で
は

な
い
。

 (3
)

現
代
的
意
義

大
ア
ジ
ァ
主
義
の
現
代
的
嚢

の
中
で
、
孫
文
先
生
は
二
側
面
を
挙
げ
て
思
考
の
範
囲
と
し
た
・
す
な
わ

ち
ま
ず
現
状
を
描

 写
し
、
次
い
で
そ
の
解
決

へ
の
道
を
示
し
た
。

①

現
状
の
描
写

当
時
の
東
西
文
化
の
交
流
の
情
況
は
、
明
ら
か
に
・
占

・
パ
人
が
ア
ジ
ア
人
を
侮
蔑
し
、
四
億
人
が
九
億
人

を
侮
蔑
し
・

少
数
が
多
数
を
侮
蔑
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
讐

の
行
為
の
中
か
ら
文
化
的
嚢

が
見
い
だ

さ
れ
る
が
・
そ
れ

は
基
本
的
に
は
王
道
と
覇
道
と
の
争

い
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
・
の
王
覇
の
争
い
の
中
で
、

白
色
人
種
は
二
重
の
肇

を
使

っ

た
。
孫
文
先
生
は
、」う
指
摘
し
た
。
ア
・
リ
カ
の
あ
る
学
者
の
善

の
内
容
で
は
、

白
色
人
種
の
独
立
運
動
は
許
せ
る
誓

色

人
種
の
革
命
は
許
容
で
き
な

い
と
し
、
ま
た

ロ
シ
ア
が
王
道
を
実
施
す
る
・
と
に
対
し
、　
rn

-
B
・
パ
人
は
そ
れ
を
憎
み
・
外

道
異
端
で
あ
る
と
し
た
。
白
色
人
種
の
、」
の
よ
う
な
意
識
形
態
は
、
完
全
に
そ
の
覇
道
の
恋

を
暴
露
し
た

も
の
で
あ
玩
・

②

解
決
へ
の
道

ア

ジ

ア

が
危

機

を

解

決

す

る

方

法

は

、
皇

独

立

し

、
rrr　-

-　M

・
パ

の
侵

略

か

ら

離

脱

す

る

こ
と

で
あ

り

・
自

強

し

て

・
7

 

ー

.
l

j

」
°
」
■E
■
■
■
1
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セッション可 大アジア主義部門

ロ
ッ
パ
人
が
も
は
や
ア
ジ
ア
人
を
侮
蔑
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
孫
文
先
生
は
こ
こ
で
、
二

つ
の
原
則
を
提
出
し

た
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
指
導
原
則
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
実
践
原
則
で
あ
る
。

指
導
原
則
は
道
徳
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
人
間
を
し
て
仁
義
道
徳
の
胸
懐
を
徳
で
風
化
す
る
王
道
を
、

ゆ

自
強
自
救
の
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
ア
ジ
ア
の
王
道
文
化
を
深
め
発
揚
す
る
も

の
で
あ
る
。

実
践
原
則
は
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
科
学
を
発
展
さ
せ
、
武
器
を
製
造
す
る

の
で
あ
る
が
、
も
ち

ろ
ん
武
器
を
製
造
す
る
の
は
、
他
人
を
侵
略
す
る
た
め
で
は
な
く
、
自
己
を
防
衛
す
る
た
め
で
あ
る
。
実
践

の
原
則
の
中
で
、

孫
文
先
生
は
は

っ
き
り
と
こ
う
指
摘
し
た
。
覇
道
文
化
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
十
分

の
武
力
が
あ

っ
て
初

め
て
そ
の
侵
略

の
野
心
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
ア
ジ
ア
主
義
の
設
計
は
、
元
来
孫
文
先
生
が
、
ア
ジ
ア
の
苦
難
を
見
つ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
侵
略
の
野

心
と
行
為
を
見
極
め
、
ア
ジ
ア
の
危
機
を
救
う
方
法
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
解
決

へ
の
道

の
根
本
は
、
ま
ず
ア
ジ
ア
の
伝
統
の
王
道
精
神
を
発
揚
し
、
徳
で
人
間
を
感
化
す
る
道
徳
的
ア
プ

ロ
ー
チ
の
力
を
発
揮
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
道
徳
の
仁
徳
に
は
、
と
も
に
憂
う
意
識
と
義
憤
を
抱
い
て
弱

者
を
助
け
る
正
義
感

と
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

王
道
の
強
化
は
、
ア
ジ
ア
の
自
立
自
強
の
根
本
的
基
礎
で
あ
り
、
義
憤
を
抱
い
て
弱
者
を
助
け
る
意
識

は
ア
ジ
ア
の
自
立
自

強

へ
の
動
機
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
基
礎
と
動
機
と
の
把
握
が
、
大
ア
ジ
ア
主
義
の
哲
学
的
基
礎

で
あ
る
。

大
ア
ジ
ア
主
義
の
孫
文
学
説
系
統
内
に
お
い
て
占
め
る
位
置
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こ
こ
で
、
思
想
体
系
の
精
密
性
と
完
全
性
を
期
す
る
た
め
に
、
孫
文
先
生
の
哲
学
思
想
体
系
、
特
に
こ
の
体
系

を
政
治
社
会

に
結
実
さ
せ
る
た
め
の
実
践
に
関
す
る
す
べ
て
の
関
連
事
項
を
述
べ
て
、
大
ア
ジ
ァ
主
義
思
想
の
占
め

る
位
置
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

衆
知
の
ご
と
く

孫
文
先
生
の
学
術
的
北月
景
は
医
学
で
あ
吹

生
物
学
を
も
研
究
し
て
い
た
・
そ
の
自
伝
の
中
で

も
二

西

洋

の
学

問

は

ダ

ー

ウ

ィ

jI
ズ

ム

(D
a
rw
in
is
m
)

に

凝

っ
て

い

る
」

と

言

を

及

ぼ

し

て

い

翻
。

西

洋

文

化

の
変

遷

の

中

で

、

明

ら
か
に
、
+
九
世
紀
の
生
物
進
化
学
説
は
、
西
洋
の
伝
統
文
化
に
対
す
る

;

の
革
命
的
な
挑
戦
で

あ
る
・
孫
文
先
生
の
進
化

思
想
に
対
す
る
研
究
と
突
破
で
、
特
に
完
全
に
競
争
を
原
則
と
す
る
進
化
に
反
対
し
、
互
い
に
助
け
合

う
人
類
の
進
化
階
段
を

如

え
て
、
科
学
と
道
徳
を
融
△
・
さ
せ
て
、
東
西
文
化
を
つ
な
嵩

。
進
化
を
三
時
期
に
区
分
し
・
す
な
わ
ち
物
質
進
化

物
種

進
化

人
類
進
化
と
し
、
進
化
の
状
況
を
物
か
ら
獣

へ
至
吹

獣
か
ら
人
間

へ
至
り

人
間
か
ら
神

へ
至
る

と
述
急

・
進
化

の
目
的
の
提
出
に
よ
吹

彼
の
政
治
哲
学
の
究
極
的
ア
ブ

7

チ
が
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
彼
は
こ

う
述
べ
た
・
「人
類
の

進
化
の
目
的
は
何
で
あ
る
か
。
孔
子
の
述
べ
た

『大
道
之
行
也
、
天
下
為
公
三

大
道
の
行
わ
れ
る
や
・
天
下
公
と
為

る
)
で

あ
吹

イ

エ
ス
の
述
べ
た

『
み
こ
こ
ろ
が
、
天
に
行
わ
れ
る
と
お
り
、
地
に
も
行
わ
れ
る
』
こ

と
で
あ
り
、
人
類
が
願

っ
て
い

る
現
在
の
苦
痛

の
世
界
を
、
極
楽
の
天
国
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
」個
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
進
化
の
大
前
提
下
で
は
、
孔
子
の

「世
界
大
同
」
も
、
イ
エ
ス
の

「地
上
天
国
」

も
、
皆
世
界
主

義
の
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
で
あ
り
、
言

い
換
え
れ
ば
、
世
界
主
義
こ
そ
が
孫
文
先
生
の
究
極
的
理
想
で
あ
る
。

一
友

、.
の
世
界
王
華

す
な
わ
ち
天
下
を
公
と
為
す
世
界
大
同
の
理
想
を
結
実
さ
せ
る
の
は
、
も
ち

ろ
ん
す
ぐ
に
簡
単
に
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で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
長

い
長
い
過
程
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に
関
し
て
、
孫
文
先
生
の
政
治
哲
学
の
中
か
ら
、
次
の

よ
う
な
進
路
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
漢
民
族
か
ら
五
族
共
和
の
中
華
民
族
主
義

へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
大

　

 ア
ジ
ア
主
義
に
至
り
、
最
後
に
初
め
て
世
界
主
義
に
至
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
進
路
の
思
想
進
展
上
の
時
間
的
経
過
が
ま
た
非
常
に
面
白

い
。
す
な
わ
ち
世
界
大
同
の
思
想
は

一
九

一

八
年
に
提
出
さ
れ
た
が
、
漢
民
族
主
義
と
中
華
民
族
主
義
は

一
九

一
九
年
に
提
出
さ
れ
、
大

ア
ジ
ア
主
義

は
最
後
に

一
九
二
四

年

に
提
出
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う

に
先

に
目
標

を
定

め
て
か
ら
、
進
度
を
提
出
す

る
思
想
方
式

は
、

元
来
精
神
科
学

(G
eistw
issen
sch
aft)　
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
思
想
形
式
は
、
「民
国
を
建
設
し
、
大
同

へ
進
む
」
と
い
う
目
標
の
定
立
と
同
工
異
曲
の
妙
が
あ
る
。
前
者
は
革
命
の

短
期
目
標
で
あ
り
、
後
者
は
人
類
政
治
社
会

の
長
期
お
よ
び
究
極
的
な
目
標
で
あ
る
。

漢
民
族
主
義
か
ら
五
族
共
和

の
中
華
民
族
主
義

へ
至
る
の
は
、
「民
国
を
建
設
」
す
る
仕
事
で
あ
る
と
は
い
え
、

一
九

一
九

年
の
古
文
の
三
民
主
義

の
中
で
、
早
く
も
そ
の
順
序
が
定
め
ら
れ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。
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漢
民
族
の
光
復
、
清
朝
の
転
覆
は
、
民
族
主
義
に
至
る
消
極
的
な
目
的
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
民
族
主
義
の
積
極
的
な

目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
努
力
し
突
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
積
極
的
な
目
的
と
は
何
か
。
そ
れ
は
漢
民
族
が
、
そ

の
血
統
、
歴
史
と
自
尊
的
な
名
称
を
犠
牲
に
し
、
満
、
蒙
、
回
、
蔵
の
人
民
と
誠
意
で
も

っ
て
相
対
し
、

一
丸
と
な

っ

肋

て
、
中
華
民
族
の
新
主
義
を
完
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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漢
民
族
主
義
を
起
点
と
し
て
、
革
命
を
指
導
し
、

ア
主
義
は
皆
そ
の
途
中
段
階
と
な
る
。

清
朝
を
転
覆
さ
せ
、
世
界
大
同
を
終
点
と
し
て
、
中
華
民
族
王
義
と
ア
ジ
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。
の
政
治
的
進
路
は
、
中
国
の
伝
統
道
徳
の
進
路
と
し
て
提
出
さ
れ
た

「修

・
斉

・
治

・
平
」
と
・
特

に
後
者
の

「治
岡

平
天
下
」
の
思
想
進
路
と
よ
く
似
て
い
る
。
大
ア
ジ
ァ
主
義
は

「
治
甲

平
天
下
」
の
中
で
さ
ら
に

一
段
階
を
麺

え
た

も
の
で

あ
り
、
そ
の
方
式
は
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
道
徳
的
な
も
の
で
あ
る
。

四

ア
ジ

ア
丑
ハ同
体
に
対
す
る
理
解

上
述
の
大

ア
ジ
ァ
主
義

の
構
想
が
道
徳
の
仁
義
を
基
礎
と
し
た
政
治
的
探
索
で
あ
る
と
す
れ
ば
・
ア
ジ
ア
共
同
体
の
提
唱
は
・

信
仰
の
仁
愛
を
基
礎
と
し
た
宗
教
的
探
索
で
あ
る
。
政
治
的
探
索

の
目
的
は
、
最
終
的
に
は
や
は

り
世
界
平
和

へ
の
到
達
で
あ

俊

大
ア
ジ
ア
主
義
が
、」
.」
で
演
ず
る
役
割
は
、
ま
ず
地
域
的
な
平
和
を
諾

に
し
、
そ
れ
に
よ

・
て
全
世
界
的
な
平
和
に
前

進
す
る
、」
と
に
あ
る
。
宗
教
的
探
索
の
目
的
は
、
最
終
的
な
目
的
と
し
て
天
国
を
地
上
に
降
臨
さ
せ
・
地
上
の
災
難

と
苦
痛
を

な
く
し
、
苦
痛
の
世
界
を
極
楽

の
天
国
に
転
換
さ
せ
る
・
と
に
あ
る
。
ア
ジ
ア
共
同
体
が
、
・
こ
で
演
ず

る
役
割
は
・
家
庭
教

会
か
ら
地
方
教
会

へ
進
み
、
世
界
教
会
の
た
め
の
基
盤
を
造
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

太
平
世
界
で
あ
れ
、
世
界
教
会
で
あ
れ
、
こ
れ
は
皆
道
徳
的
ア
ブ
7

チ
と
宗
教
的
ア
ブ
・

ー
チ
の
究
極
曽

標

で
あ
る
・

そ
し
て
、
大
ア
ジ
ァ
主
義
と
ア
ジ
ァ
共
同
体
は
貨

そ
の
ア
ブ
・
よ

に
お
け
る
実
践
の
原
則

の
面
に
お

い
て
必
ず
経

過
す
る

 途
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
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家
庭
教
会
は
、
統

一
思
想
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
単
位
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
基
礎
は
、
創
世
記
の
中
で
神
が
人
間
に
与

　

え
た
第
二
祝
福
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
男
女
が
結
合
し
、
子
女
を
繁
殖
し
、
家
庭
を

つ
く
る
こ
と
で

あ
る
。
「家
庭
」
は
本
来
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
る
救

い
の
第

一
目
標
で
あ
る
。
新
約
聖
書
の
中
で
も
、
「個
人
」
が
救
わ

れ
た
こ
と
に
関
す
る
消
息
は
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し

「家
庭
」
の
救
わ
れ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
イ

エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の

言
わ
れ
た

「救
い
が
こ
の
家
に
来
た
」
と
い
う
み
言
葉
は
、
西
洋
神
学
の
研
究
で
は
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し

統

一
思
想
は
、
創
世
記
の
原
始
資
料

の
中
か
ら
、
特
に
東
方
文
化

(特
に
儒
道
思
想
)
が

「家
庭
」
を
重
視
す
る
事
実
を
参
考

に
し
て
、
家
庭
こ
そ
が
神

の
祝
福
に
お
け
る
群
体
性
の
最
も
原
始
的
な
単
位
で
あ
る
と
強
調
し
、
そ
れ
故

に
、
家
庭
教
会
が
教

会
の
最
小
単
位
と
な
る
の
で
あ
る
。

家
庭
か
ら
展
開
し
、
最
終
的
に
は
神
を
父
と
し
て
、
全
人
類
の
大
家
庭
に
至
る
こ
と
が
、
世
界
教
会
の
理
論
的
基
礎
と
な
る
。

世
界
教
会

へ
の
努
力
は
、
そ
の
先
決
条
件
と
し
て
は
、
起
点
と
な
る
家
庭
教
会
の
外
に
、
な
お
実
践
原
則

上
、
漸
進
的
な
地
区

性
の
地
方
教
会
が
あ
る
。
当
然
こ
の
地
方
教
会
の
特
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
多
く
の
教
派

の
間
に
消
極
的

で
は
あ
る
が
、
多
く

の
分
裂
の
現
象
を
も
た
ら
し
た
。
各
教
派
の
間
で
は
、
宗
教
の
共
同
目
標
で
あ
る

「救

い
」
に
心
す
る
も

の
が
少
な
く
、
か
え

っ

て
各
教
派

の
教
義
と
理
論

の
争

い
に
力
を
傾
け
て
い
る
。
近
年
来
、
統

一
思
想
が
ア
ジ
ア
の
各
地
で
超
教
派
教
授
会
議
を
挙
行

し
た
の
も
、
そ
の
目
的
は
明
ら
か
に
ア
ジ
ア
共
同
体

へ
の
道
を
開
く
た
め
の
工
作
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
ア
ジ
ア
共
同
体

の
積
極
的
な
思
想

へ
入
る
前
に
、
前
述
の
超
教
派
の
消
極
的
工
作

の
意
義
に

つ
い
て
多
少
理
解
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

共
同
体

の
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
宗
教
性
の
合

一
で
あ
る
が
、
こ
の
合

一
は
経
済
、
政
治

、
社
会
、
文
化
等
の
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各
面
を
。
バ
,
し
、
神
の
琶

日
を
暗
黙
視
に
起
占
川と
し
、
宗
教
的
信
仰
の
光
の
下
で
、
ア
ジ
ア
の
心
霊
上

の
共
同
の
必
蓬

を

理
解

す

る

こ
と

で
あ

る

。

キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
性
に
対
す
る
基
本
的
認
識
で
あ
る
人
間
性
の
偶
有
性

と
は
、
そ
れ
を
被
造
物
と
見
・
そ
の
存
在
は
必
然

的
な
も
の
で
も
な
く
、
絶
対
的
な
も
の
で
も
な

い
と
し
、
特
に
原
罪
の
た
め
に
、
人
間
関
係

の
統

雇

が
破
警

れ
・
人
間
間

の
愛
が
恨
み
に
変
わ
Srst　
さ
ら
に
個
合

身
も
自
身
か
ら
疎
外

(self-alien
a
tion
)
さ
れ
た
と
す
る
・
個
人
の
迷

い

(神
の
第

一
祝
福
の
塞

)
か
ら
、
家
庭
の
破
滅

(神

の
第
二
祝
福
の
喪
失
三

至
吹

さ
ら
に
転
じ
て
物
質
世
界

を
徹
底
的
に
汚
染

(神

 の
第
三
祝
福
の
濫
用
)
す
る
に
至

っ
た
。
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天

類
に
救

い
が

い
る
」
・
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
共
通
の
理
解
で
あ
り

「
世
の
人
に
救
い
を
呈

る
」
こ
と
も
・
す
べ

て
の
キ
リ
ス
ト
教
教
派
の
共
通
の
理
解
で
あ
る
。
超
教
派
の
組
織
の
恋

も
、
各
教
派
を
意
見
の
分
岐

か
ら
覚
醒
さ
せ
・
こ
の

共
通
の
理
解
と
認
識
を
掲
げ
る
・
と
に
あ
る
。
ア
ジ
ア
共
同
体
も
、
超
教
派
会
議
の
上
で
、
さ
ら
に
積
極
的

に
家
庭
教
会
か
ら

世
界
教
会

へ
進
む
途
中
の
駅
の
役
割
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

文
化
的
な
土.義

に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
共
同
体
に
は
哲
学
的
譲

が
あ
・
。
二
千
年
前
に
ア
ジ

ア
大
平
原
で

丙

道
外
儒
」

の
折
.学
田心
想
が
発
展
し
た
と
き
、
個
人
の
内

心
の
素
養
は
、
道
家
の

「露

無
為
」
に

よ
吹

天
地
の
間
に
安
身
立
△
叩
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
と
に
あ
り
、
人
間
関
係
の

豪

庭
L
と

「
国
家
」
は
、
儒
家
の
仁
薯

徳
を
通
じ
・
・豆
収

で
太
平
な
世
に
人
民

が
暮
し
を
営
む
情
景
を
実
現
す
る
・
と
に
あ

っ
た
.
儒
家
と
道
家
の
間
の
婁

な
協
力
に

よ

・
て
・
中
国
は
道
徳
的
ア
ブ
。
ー

チ
の
文
化
に
よ

っ
て
、
安
楽
な
社
会
を
堅
実
に
打
ち
た
て
た
。
漢
朝
の
末
期
に
、

イ
・
ド
の
仏
教
が
伝
来
し
て
き
て
・
中
国
本

 土
の
道
婆

化
は
さ
ら
に
外
来

の
宗
教
文
化
の
内
的
な
内
容
を
受
け
入
れ
て
、
随
と
唐
朝
の
興
隆

を
も
た
ら

し
た
・
こ
の
よ
う

 

Y

な

儒

、

仏

、

道

の
合

一
は

、

逐

次

隣

国

に
波

及

し

、

ア

ジ

ア

の
大

部

分

の
地

区

の
文

化

モ
デ

ル
を

形

成

し

た

。

四

百
年

前

に

、

イ

エ
ズ

ス
会

の

マ
テ

オ

・
リ

ッ
チ
　
(M
a
tte
o
　R
ic
c
i,　
1"
五
二
⊥

一ハ
δ
)

等

に

よ

っ
て

も

う

一
つ
の
宗

教

の

教

え

が

中

国

に
も

た

ら

さ

れ

、

そ

れ

よ

り

ア
ジ

ア

は
啓

示

宗

教

と
接

触

し

は

じ

め

、

元
来

の
自

然

宗

教

と

相

互

に
補

足

し

あ

っ
て
、

現
在

の

ア
ジ

ア
共

同

体

の

思
想

が

開

拓

さ

れ

る

に

至

っ
た

。

五

共
同
体
の
内
的
意
義
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以
上
最
低
限
の
紙
面
を
使

っ
て
、
ア
ジ
ア
共
同
体
の
歴
史
的
依
拠
を
、
「合

一
」
「融
合
」
「溶
解
」
等
の
言
葉
で
、
異
な
る

差
別
相
を
同
じ
共
同
相
の
尺
度
で
計
り
、
共
同
体
の
可
能
性
と
必
要
性
を
説
明
し
た
。

次
に
、
思
想
の
流
れ
よ
り
、
西
洋
文
化
の
歴
史
の
変
遷
を
眺
め
、
ア
ジ
ア
と
同
じ
よ
う
に
、
異
な
る
内
よ
り
同
じ
も
の
を
求

め
、
多
く
の
異
な
る
も

の
か
ら
、
甚
だ
し
き
に
至

っ
て
は
相
反
す
る
要
素
の
中
か
ら
、
共
同
体
の
結
論
を
得

ら
れ
る
か
ど
う
か

を
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
病
源
学
上
よ
り
宗
教
的
な
立
場
で
、
各
種
の
分
裂
や
対
立
が
生
ま
れ
た
原
因
を

解
釈
し
、
最
後
に
解
決

へ
の
道
の
中
で
、
哲
学
的
な
宗
教
的
な
解
決
方
案
を
提
出
し
、
大
ア
ジ
ア
主
義
と

ア
ジ
ア
共
同
体
の
思

想
的
基
礎
と
し
た
い
。

ま
ず
西
洋
文
化
の
発
展
の
気
配
か
ら
、
融
合

へ
の
努
力
と
効
果
を
見
い
だ
そ
う
。
西
洋
文
化
で
は
、
地
中
海
南
岸
の
エ
ジ
プ

ト
文
化
が
よ
く
物
質
文
化
と
し
て
さ
げ
す
ま
れ
て
い
る
以
外
に
、
北
方
の
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
東
方

の
ヘ
ブ
ラ
イ
は
、
皆
精

神
文
化
の
発
祥
地
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
覇
道
モ
デ
ル
は
そ
の
奴
隷
制
度
と
植

民
政
策
に
現
れ
、

∬77



そ
の
時
間
的

空
間
的
定
点
と
な
っ
た
の
が
、
競
争
を
内
容
と
す
る
オ

リ
・
ピ

・
ク
で
あ
る
二

手

年
前

に
・
こ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
精
神
は
、
植
民
政
策
を
通
じ
て
、
初
め
て
博
愛
を
教
義
と
す
・
キ

リ
ス
ト
教

(起
源
は
ヘ
ブ
ラ
イ
の
民
族
古ホ
教
)

と
羅

し

た
.
こ
れ
は
覇
道
文
化
と
宗
教
文
化
と
の
接
触
で
あ
吹

そ
の
後
の
ギ

・
シ
ア
と
・
↓

と

ヘ
ブ
ラ
イ
と

の
三
種
の
文
化
の
融

合
が
、
中
世
紀

の
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
誕
生
を
促
し
た
。

か

つ
て
中
世
に
お
い
て
、
商
工
萎

奴
隷
と
植
民
の
発
生
を
促
し
た
た
め
に
、
蒔

商
工
業
が
籏

し
農
業

へ
復
帰
し
奈

・

ギ
リ
シ
ア
精
神

の
星

は
、
文
覆

興
を
通
し
て
、
西
洋
に
工
業
蕃

を
興

さ
せ
・
神
の
第
三
祝
福
を
誤
認
し
・
本
来
の
調
和

的

共
同
的
な
も
の
が
対
立
的

衝
突
的
な
も
の
に
転
換
さ
れ
た
.
宗
教
改
革
以

釆

西
洋
は
こ
の
分
裂
に
陥
吹

警

社

会

文
化
の
分
裂
の
み
で
な
く

宗
警

え
姦

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
教
派
に
分
裂
し

て
し
ま
・
た
・
近
年
釆

超
教
派
の
合

一
覇

に
よ
吹

ほ
と
ん
ど
の
教
派
が
共
通
的
な
覚
醒
と
認
識
を
持

つ
よ

う
に
な
吹

そ
の
中
で
も
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
は
;

ノ

チ
カ
ン
大
公
会
議
を
通
し
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
合

一
運
動
を
促
進
し
た
い

と
願

っ
て
い
る
。

当
然

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
ム
ロ
蓮

動
は
、
地
域
的
に
い
・
て
ま
だ
西
方
に
傾

い
て
い
る
が
・
ア
ジ
ア
方
面
で
は
・
や
は
り

ア

ジ
ア
共
同
体
を
核
心
と
し
て
い
る
。

178

道
徳
的

ア
プ
ロ
,
チ
で
あ
る
大
ア
。ン
ァ
主
慧

あ
・
い
は
宗
教
的
ア
ブ

7

チ
で
あ
る
Z
ン
ァ
蕎

体
も
・
そ
の
内
容
は

皆
ア
"ン
ア
を
団
結
さ
せ
、
ア
"ン
ア
の
震

の
た
め
に
経
済
的

政
治
的

社
会
的

文
化

的
各
面
を
カ
バ
|
し
て
い
る
・
も
ち

ろ
ん
、
、.
の
二
種
類
の
ア
Nン
ァ
の
発
展
と
進
歩
は
、
共
通
的
な

;

の
目
的
を
持

・
て
い
る
・
そ
れ
は
・
世
界
大
同
の
政
治
的

 理
想
と
世
界
教
A云
の
宗
教
的
理
想

へ
遇
進
す
る
三

で
あ
る
.
民
肇

義
か
ら
大

ア
ジ
ァ
嚢

へ
・
そ
し
て
世
界
大
同
に
至
る

.」
と
は
、
家
庭
教
会
か
ら
地
方
教
会

へ
、
そ
し
て

ア
ジ
異

同
体

へ
、
そ
し
て
世
界
大
同
に
至
る
こ
と
と
類
似
性
の
関
係

に
あ

セッションW大 アジァ主義部門

る
。し

か
し
、
大
ア
ジ
ア
主
義
ま
た
は
ア
ジ
ア
共
同
体
に
は
、
同
じ
く

一
つ
の
絶
対
的
な
予
想
が
あ
る
。
そ
れ
は
合

一
の
背
後
に

分
裂
の
事
実
を
予
想
し
て
い
る
。
し
か
る
に
分
裂
の
事
実
は
、
元
来
の
合

一
の
理
想
に
反
す
る
。
た
だ
単
に
宗
教
的
な
角
度
か

ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
分
と
合
の
歴
史
的
背
景
は
、
次
に
述
べ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
人
類
の
第
二
代
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
、
「争

い
」
と

「恨
み
」
の
出
現
で
あ
り
、
人
間
性
の
本
来

の

「
合
作
」
と

「相

互
愛
」
を
破
壊
し
て
し
ま

っ
た
。
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
は
、
本
来
な
ら
ば
兄
弟
の
情
で
も

っ
て
、

一
緒
に
父
母
で
あ
る
ア
ダ
ム
と

ゆ

エ
バ
の
愛
と
関
心
の
下
で
成
長
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
し
か
し
カ
イ
ン
は
、
嫉
妬
の
た
め
弟
の
ア
ベ
ル
を
殺
し
て
し
ま

っ
た
。
そ

の
た
め
善
悪
の
二
元

の
衝
突
は
人
間
の
世
界
で
顕
著
に
な
り
は
じ
め
、
こ
の
二
元
の
対
立
は
、
神
と
サ
タ

ン
と
の
対
立
に
類
比

さ
れ
、
神
学
的
な
観
点
上
、
そ
れ
以
後
の
世
界
の
す
べ
て
の
対
立
の
モ
デ
ル
と
も
な

っ
た
。

対
立
か
ら
分
裂
に
至
る
こ
と
は
、
元
来
理
解
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
人
類
歴
史
の
発
展
の
途
中
で
、
そ
れ
は
理

　

解
よ
り
も
さ
ら
に
複
雑
な
結
果
を
生
じ
た
。
そ
れ
は
バ
ベ
ル
の
塔
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
人
類
は
、
言
語
の
分
裂
に
よ
り
、
話
し

合
い
に
よ
る
相
互
理
解
に
も

っ
と
も
便
利
な
手
段
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
。

　

言
語
の
分
裂
に
よ

っ
て
、
人
間
関
係
は
話
し
合
い
に
よ
る
相
互
理
解
に
困
難
を
生
じ
、
皮
膚
の
色
の
違

い
の
故
に
、
相
互
間

に
奴
隷
化
と
差
別
視
が
生
じ
た
。

こ
れ
ら
の
分
裂
と
対
立
は
、
善
と
悪
、
正
と
邪
、
神
聖
と
罪
悪
の
二
元
対
立
に
な
っ
て
し
ま

い
、
人
類

の
歴
史
を
左
右
し
続

け
た
。
原
理
講
論
は
第
五
章
で
、
カ
イ
ン
型
と
ア
ベ
ル
型
人
生
観
を
濃
縮
し
て
思
想
対
立
の
モ
デ
ル
と
し
、
同
時
に
カ
イ
ン
型

と
ア
ベ
ル
型
の
民
主
主
義
を
、
政
治
社
会
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
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す
る
こ
と
な
く
、
宗
教
の
救

い
の
原
理
の
中
で
、
ア
ベ
ル
型
人
生
観
を
用
い
て
、
カ
イ
ン
型
の
人
生
観
を
教
え
導
き
、
神
本
と

人
本
の
二
つ
の
精
神
を
理
論
と
実
践
の
中
で
調
和
さ
せ
る
方
法
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
ベ
ル
の
政
治
観
を
用
い
て
、
カ
イ

ン
の
政
治
観
を
調
和
さ
せ
、
両
者
を
対
立
矛
盾
の
中
に
陥
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
解
決
の
道
を
見
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
大
ア
ジ
ア
主
義
の
構
想
を
振
り
返

っ
て
み
よ
う
、
孫
文
先
生
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
二
分
し
、
ア
ジ
ア
の
王

道
精
神
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
道
精
神
を
対
立
さ
せ
た
が
、
し
か
し
ア
ジ
ア
を
強
化
す
る
目
的
は
、
決
し
て
ア
ジ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
併
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
は
王
道
で
覇
道
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
王
道
精
神
を
発

揮
し
、
徳
で
も

っ
て
人
間
を
導
く
と
い
う
道
徳
的
な
力
で
、
強
力
な
工
業
と
さ
ら
に
軍
事
的
な
発
展
ま
で
を
も
背
景
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
感
化
し
、
大
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
世
界
大
同

へ
進
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
ア
ジ
ア
共
同
体
の
設
計
は
、
宗
教
的
ア
プ

ロ
ー
チ
の
民
主
政
治
と
ア
ベ
ル
型
人
生
観
を
内
容
と
す
る
が
、
そ
の
神

本
精
神
は
無
神
唯
物
的
な
政
治
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
神
の
愛
を
も

っ
て
人
類
に
関
心
を
持

つ
よ
う

に
さ
せ
、
ア
ベ
ル

の
善
良
で
カ
イ

ン
の
凶
悪
を
感
化
し
、
最
後
に
は
対
立
と
矛
盾
を
消
去
し
て
、

一
つ
の
世
界
教
会
、

一
つ
の
理
想
的
な
大
同
社

会
を
成
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

セッション孤 大アジア主義部門

⊥

ノ、

「統

=

の
思
想
的
基
礎

 

大
ア
ジ
ア
主
義

の
中
の
王
道
と
覇
道
、
ア
ジ
ア
共
同
体

の
中
の
ア
ベ
ル
型
と
カ
イ

ン
型
は
、
表
面
上
、
対
立
的
で
相
反
的
で
、

共
存
で
き
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
事
実
上
、
こ
れ
ら
の
対
立
、
相
反
が
提
起
さ
れ
た
の
は
、
た
だ

一
つ
の
目
的
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の
た
め
で
萱

そ
れ
は
最
終
的
に
二
者

の
竺

の
帰
結
を
可
聾

ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
・
そ
れ
故
に
・
大
ア
ジ
ァ
嚢

の

中

の
王

覇

二

元

と

、

ア
。ン
ア
共

同

体

の
中

の

ア

ベ

ル

・
・

イ

三

元

は
、

神

と

サ

・

・
は

互

い
に

両

立

し

な

い
と

い
う

二

元

で

は
な

く

も

ち

ろ
ん

〉
1
l教

(M
a
n
ic
h
a
e
is

m
)

の
主

張

す

・
永

久

に
休

止

す

る

・
と

の

な

い
慧

三

兀
の
対

立

で
も

な

く

・

西
方
の
二
元
田心
想
の
対
立
の
中
の
調
和
で
萱

望

ば
へ
・
ク
・

イ
よ

(自
翼

一簑

前
五甲

前
器

)
の

「対
⊥、
調
和
」

(P
a
lin
th
『
o
p
o
s

H
a
r
m
o
n
ie
)
、

・

t
s-

・

r'〈　

(N
ic
o
la

u
s　
C
u
s
a
n
u
s
,　

lg
O
l
⊥

四
六
四
)

の

「
対

立

統

1
J　

(C
o
in
c
id
e
n
tia

O
p
p
o
s
ito
r
u
m
)
、

ス

ピ

.

ザ

(B
a
r
u
c
h

S
p
in

o
z
a
,
=
ハ三

⊥

六
七
七
)

の

「
予

定

調

和

」

(H
a
r
m
o
n
ia

P
r
a
e
s
ta
b
ilit
a
)

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

。

詞

和
L
と

「統

こ

は
、
大
ア
珊ン
呈

義
と

ア
ジ
ァ
共
同
体

の
指
導
原
則
で
あ

る
・
こ
の
指
導
原
則
は
・
中
国
の
原
始
形

而
上
学
の
中
の

蔭

」
三

陽
」

の
二
元

す
な
わ
ち
対
立
・
な
い
の
み
な

ら
f

さ
ら
に
互
い
に
補

い
△
。
っ
て
運
賞

天

地
万
物
を
生
み
育
て
る
二
元
に
の
み
で
奮

、
さ
ら
に

一
般
に
二
元
分
立

と
さ
れ
て
い
る
西
洋
哲
学
の
変
遷
の
中
に
も
・
そ
の

強
烈
な
注
釈
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)

ギ

リ

シ

ア
哲

学

の
上

下

二
元

ホ
↓

ム

詩
を
起
点
と
す
る
に
し
ろ
、
あ
・
い
は
プ
・
ト
・

(勺
葺

前
四二
七-前
三四
七)
の
観
念
論
を
起
点
と
す
る
に
し

ろ
、
い
ず
れ
も
肇

的
な
二
元
分
立
を
設
計
し
た
.
す
な
わ
ち
彼
岸

と
・
の
世
・
理
解
で
き
る
世
界
と
讐

世
界
で
あ
る
゜
し

か
し
.」
の
禦

と
讐

の
二
元
分
立
は
、
そ
の
真
の
目
的
と
す
る

と
三

で
は
な
い
・
本
当
の
目
的
は
・
人
間
性
に
観
念
界
の

霊
魂
と
響

界
の
肉
体
を
と
も
に
感
じ
さ
せ
る
た
め
で
費

「人
間
」
が
雄
大
な
気
概

を
抱
ミ

「人
本
」
精
神
に
進
展
し
・
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観
念
界
の
美
善
を
感
官
世
界
で
実
践
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
国
の
設
計
で
あ

る
。
プ
ラ
ト
ン
の
哲

学
の
中
で
は
、
「人
間
」
は
統

一
観
念
と
感
官
の
運
営
者
で
、
人
間
の
本
質
は
観
念
と
感
官
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

だ
か
ら
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
は
、
霊
肉
二
元
を
基
本
形
相
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
人
間
性
」
を
そ
の
理
解

の
対
象
と
す
る
も
の

と
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち

「統

一
」
の
二
元
の
功
能
か
ら
見
て
、
人
間
性

の
偉
大
さ
と
そ
の
職
責
が
初
め
て
は

っ
き
り
と
現

れ
る
の
で
あ
る
。

(
2

)

ヘ
ブ

ラ

イ

の

民

族

思

想

の

中

の

二

元

ま
ず
神
と
世
界
の
二
元
対
立
が
あ
り
、
そ
し
て
す
ぐ
に

「人
間
」
の
出
現
が
あ

っ
た
。
「
人
間
」
の
霊
魂
は
神
か
ら
来
た
も

の
で
あ
り
、
「神
の
肖
像
」　
(Im
ago　D
ei)　
で
あ
り
、
肉
体
は
世
界
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
人
の
高
貴
と
卑
賎
は
、
皆
こ
の

で
、
神
性
を
大
地
に

質
を
統

一
し
、
神
と

の
対
立
局
面
に
な

っ

ス
ト
教
と
な

っ
た
。

で
あ
る
と
同
時
に
人

間
と
神
と
の
間
の
新

を
解
除
す
る
運
営
者
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で
あ

る

。

西
洋
哲
学
は
、
茉

的
に
は
右
に
述
べ
た
、」
の
二
種
類
の
二
元

と
二
元
塗

の
思
相
心モ
デ
ル
か
ら
震

さ
れ
・
左
図
に

よ

つ

 て
そ

れ

が

も

っ
と

は

っ
き

り

と

了

解

さ
れ

よ
う

。
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人

 

霊

肉

 

◎

◎

◎

西
洋
思
想
の
近
代
ま
で
の
発
展
に
お
い
て
、
本
質
上
の
そ

の
変
化
が

あ
・
奈

・
し
か
し
業

的
に
は
三

元
の
区
分
を

通
し
て
統

一
の
力
を
季

・
と
し
た
も
の
で
萱

橿

王
義
ま
た
は
経
験

王
義
の
主

・
客
の
対
⊥誉

的
は
三

客
の
埜

の
焦
占
寛

い
だ
す
た
め
で
・}ELg
t
カ
ン
ー
の
純
粋
理
性
と
護

理
性

の
区
分
が
道
徳
の
主
体
性
の
位
置
を
見
い
だ
す
た
め
の

も

の

で
あ

る

の

み
な

ら

ず

弁

証

法

を

方

案

と

し

た

↑

ゲ

ル

(G
e
o
r
g
F
r
ie
d

r
ic
h
W

ilh
e
lm

H
e
g
el,
;
七
〇
⊥
八
三
)

に
至

っ

 て
戦

正

.
反

.
△。
の
全
設
計
の
中
で
、
そ
の
正
反
の
相
互
間
の
関
係

を
、
衝
突
す
る
も
の
と
萎

相
矛
盾
す
る
も
の
と
も

　

 せ
ず

、

相

助

け

合

っ
て
結

果

的

に

合

の
境

地

に

至

る
も

の
と

し

た

。

マ
ル

ク

ス

(民
四
ユ

ζ
胃

〆

天

天
⊥

八
八
三

と

エ

ン
ゲ

ル

ス
　
(F
r
ie
d
r
ic
h
　
E
n
g
els
,　
1〈
1一〇
⊥

八
九
五
)

の
弁

証

理
論

と

そ

の
後

の

レ

ー

il　
rN
　
(L
e
n
in
,　
1
八
七
〇
⊥

九
二
四
)

と

、

ス
タ

ー
リ

ン

O
o
s
ef　
S
t
a
lin
,　
一八
七
九
⊥

九
五
三

の
実

践

は
、

実

は

弁

証

法

の

誤

解

と

誤

用

で

あ

る
。

七

結
論
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
民
族
は
、
種
族
が
異
な
り
言
語
に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
は
や
く
も

「統

こ

へ
の
試
み
に
着
手
し
、

経
済
上
の
共
同
市
場
、
軍
事
上
の
北
大
西
洋
公
約
、
そ
し
て
さ
ら
に
近
来
の
宗
教
の
統

一
へ
の
試
み
、
文
化
学
術
上
の
交
流
が

あ
る
。

一
方
ア
ジ
ア
で
は
、
各
国
民
族

の
言
語
が
違
う
が
皮
膚
の
色
が
同
じ
で
あ
り
、
民
族
も
同
じ
で
あ
り
、
も

っ
と
相
互
の

合
作
を
進
め
、
自
強
自
立
す

べ
き
で
あ
る
。
道
徳
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
大

ア
ジ
ア
主
義
に
し
ろ
、
宗
教
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
ア
ジ
ア
共
同
体
に
し
ろ
、
皆
知
識
分
子
が
関
心
を
よ
せ
検
討
し
、
ア
ジ
ア
の
た
め
に
素
晴
ら
し
い
未
来
像
を
開
拓
し
、
世
界

大
同
の
世
界

へ
進
む
準
備
を
す
る
の
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

人
類
歴
史

の
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
三
千
年
前
に
地
球
上
の
多
く
の
河
川
の
三
角
洲
で
高
度
文
明
が
発
生
し
た
。
ト
イ
ン

ビ
・-
　
(A
rno
ld
　J.　T
°y
nb
ee,　
1〈
八九⊥
九七五
)
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
約
二
十
種
余
り
の
高
度
文
化
が
地
球
上
に
発
生
し
発
展
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
化
は
各
自
独
立
に
千
年
間
発
展
し
た
が
、
約
二
千
年
前
前
後
に
至
り
幾

つ
か
の
文
化
が
接
触

・
融
合
し
は
じ
め
互

い
に
刺
激
し
合

い
、
総
合
的
な
も
う

一
つ
の
さ
ら
に
発
展

・
進
歩
し
た
文
化
を
生
ん
だ
。
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A.
度
の
文
化
融
△
。
は
、
世
界
の
二
大
文
化
群
を
形
成
し
た
。
す
な
わ
三

方
に
お
い
て
・
ギ

リ
シ
ア
・

。
↓

と

へ
ご

ブ
イ

の
融
△
。
で
創
成
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
文
明
が
西
方
の
文
化
の
主
流
と
な
唆

他
方
に

お
い
て
は
・
中
国
の
嚢

道
教
と
イ
ン

ド
の
仏
学
の
融
A。
し
た
東
方
文
化
の
主
流
が
あ
る
。
・
の
二
つ
の
文
化
群
は
、
さ
ら
に
既
に
各
自
千
年
間
震

し
た
・
含

・

東
西
文
化
は
愛

ず
接
触
し
刺
激
を
量

合
い
、
真
に
世
界
文
化
ま
た
は
地
球
文
化

と
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
え
よ
う
・
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シ

ア

ロ
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マ

ヘ
ブ

ラ

イ

ヒ

ッ
タ
イ

ト

バ
ビ

ロ

ン

キ
リ
ス
ト
教
文
明

(西

 

贔
∵
ー

世
界
文
化

(地
球
文
化
)

 

明
ら
か
に
、
ア
ジ
ア
共
同
体
ま
た
は
大
ア
ジ
ア
主
義
は
皆
、
未
来
の
世
界
文
化

の
構
成
分
子
の
中
で
、
自
身
の
道
徳
文
化
の

「王
道
」
精
神
が
そ
の
主
流
の

一
つ
と
な
っ
て
、
西
洋
宗
教

の
博
愛
を
配
合
し
、
ア
ジ
ア
共
同
体
を
形
成
し
て
、
世
界
文
化
に

内
的
な
力
を
与
え
る
こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

セツシSン 珊 大アジア主義部門

(5)(4)(3) (2) (1) 註

「
大

ア
ジ

ア
主

義

」

の
講

演

原
稿

は

、

「
国

父

全

集

」

の
第

二
冊

、

第

七

六

三
-

七

七

一
頁

に
収

録

さ

れ

て

い
る

。

全

集

は

計

六

冊

で

、

中

国

国

民

党

中

央

委

員

会

党

史

委

員

会

が

編

集

、

出

版

し
た

も

の

で
、

一
九

八

一
年

八
月

一
日
に

再

版

さ

れ

た

。

第

四

回

ア

ジ

ア
教

授

統

一
思

想

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

記

録

、

英

文

稿

は

d
コ
室
畠
江
。
ロ
↓
ロ
。
轟

淳

O
己
国
詳
Φ
ユ
ざ
乞
o

]
P

声
己
,

g
u
s
t　
1
9
8
6
,　
E
d
.　
b
y
　
th
e　
U
n
ific
a
tio
n
　T
h
o
u
g
h
t　
In
s
titu
te　
o
f　J
a
p
a
n
,T
o
k
y
o
,　J
a
p
a
n
に

発

表

さ

れ

た

。

基

調

講

演

の
中

で
、

李

相

憲

先

生

は

特

に

「
ア
ジ

ア
共

同

体

」

を

提

案

し

た

思

想

背

景

を

述

べ
、
自

由

世

界

の
陣

営

中

に
は

、

既

に

多

く

の
組

織

が

成

立

し

て

い
る

が

、

皆

政

治

、

経

済

、

文

化

各

面

で
共

同

体

を

結

合

し

、

神

の

加
護

の
中

で
全

人

類

と

世

界

の

統

一
の
功

能

を

発

揮

す

る

こ
と

を

願

っ
て

い
る

こ
と

を

指

摘

し

た
。

同

註

一
、

七

六

三
頁

。

同
上

七

六

三
ー

七

六

四

頁

。

同

上

七

六

五
頁

。
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⑭ ⑬ ⑫ ω ⑩(9)(8)(7)(6)

同
上
。

同
上
七
六
六
ー
七
六
入
頁
。

同
上
七
六
七
頁
。

同
上
七
六
六
頁
。

同
上
七
六
九
頁
。

同
上
。

響

勤

震

誘

ス
.
ケ
ン
ブ
リ
.
一・
大
学
ザ
イ
ル
ス
教
授
の
要
請
に
ー

著
作
ー

で
あ
畠

孫
文
先
生
の
進
化
田心想
の
発
展
の
過
程
は
相
当
辱

そ
の
学
説

の
ピ
ま

王

八
年
士

一月
三
吉

に
出
版
さ
れ

鱗

蕊

藷
聾

愕
螂藷

蕪

難

蝶
靴詔

孫
文
先
生
の
進
化
学
説
の
物
か
ら
叢

か
ら
人
ま
で
の
二
段
階

に
つ
い
て
は
・
学
者
の
間
で
あ
ま
り
異
議
は
な
い
が
、

た
だ
人
か
ら
神
ま
で
の
人
類
進
化
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
学
蕎

で
意
暴

紛
々
と
し
て
い
る
・
人
か
ら
神
ま
で
が
人
類

漣藷

繕
鷲
駆
輔
警

鰺
難
㌔
鷺
讐

総
麩鰭
繍

は
動
物
か
ら
進
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
形

と
な
・
た
か
ら
に
は
・
さ
ら
に
進
化
し
て
神
聖
の
域

へ
入
る
は
ず
で
あ
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iz3)¢ ⇒ ¢1)(20)ag) ㈹ ⑰ ⑯(1S

る
。
だ
か
ら
人
格
を
造
成
す
る
こ
と
を
欲
す
れ
ば
、
必
ず
獣
性
を
消
滅
し
、
神
性
を
発
生
さ
せ
る
は
ず

で
あ
り
、
そ
れ
が

人
類
進
歩

の
極
点
と
い
え
る
」

(同
上
、
五
四
五
頁
)。

国
父
全
集
第

一
冊
、
四
五
五
頁
。

民
族
主
義
か
ら
世
界
大
同
に
至
る
思
想
進
路
に
つ
い
て
は
、
最
近
参
考
に
な
る
二
篇
の
重
要
な
論
文
が
あ
る
。
郎
昆
如
著

『民
族
主
義
か
ら
世
界
大
同
に
至
る
』
文
化
哲
学
講
録

(四
)
、
東
大
図
書
公
司
印
行
、

一
九
八
六
年
二
月
出
版
、
台
北
二

二
二
ー

二
二
九
頁
。
陳
曉
林
著

『民
族
主
義
と
自
由
主
義
と
の
現
代
学
理
に
お
け
る
衝
突
と
調
和
』
、
中
華
民
国
中
山
学

術
会
議
三
民
主
義
学
術
研
討
会
論
文
集
、
第
二
冊
、
民
族
組
、

一
九
八
四
年

一
月
二
七
日
出
版
、
二
〇

二
ー

二
二
四
頁
。

国
父
全
集
、
第
二
冊
、

一
五
六
頁
。

創
世
記
第

一
章
二
八
節

「神
は
彼
ら
を
祝
福
し
て
い
わ
れ
た
。
『生
め
よ
、
ふ
え
よ
、
地
に
満
ち
よ
』
」
。
文
鮮
明
先
生
の

こ
の
節
に
対
す
る
解
釈
は
、
「神
の
第
二
祝
福
は
、
ア
ダ
ム
と

エ
バ
が
完
成
し
て
真
の
父
母
と
な
り
、
善
の
子
女
を
繁
殖

し
て
、
善
主
権
の
家
庭
を
成
就
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
原
理
講
論

(中
文
版
)
、
世
界
基
督
教
統

一
神
霊
協
会
、

一
九

七
八
年
四
月

一
日
再
版
、

一
二
四
頁
。

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
十
九
章
九
節
。

創
世
記
第
四
章
八
節
。

同
上
、
第
十

一
章

一
-
九
節
、
原
理
講
論

(中
文
版
)
四
三
五
頁
。

同
上
、
第
九
、
十
章
。

原
理
講
論

(中
文
版
)
、
三
八

一
頁
。
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創

世

記

第

一
章

二
七

節

。

原

理

講

論

(中

文

版

)
、

三
八

二
頁

。

同

上

、

三

八

四
ー

三

八

五

頁

。

同

上

、

三

八

五
ー

三

八

六

頁

。

ヘ
ー

ゲ

ル
弁

証

法

の
体

系

は

「
存

在

論
/l　
(L
e
h
r
e
v
o
m

S
e
in
)

に

お

い

て
も

、

「
本
質

論

」

(L
e
h
r
e
v
o
m

W

e
s
e
n
)

に
お

い
て
も

、
ま

た

は

「
概
念

論

」　
(L
e
h
r
e
　v
o
rn
　B
e
g
「
iff)
に

お

い
て

も

、
そ

の
対

立

概

念

で
あ

る

「
正
」
　
(T
h
es
is
)　
と

「
反

」

(A
n
ti-th
e
s
is
)

と

は

、

皆

相

助

け

合

う

も

の
と

す

る

。
す

な

わ

ち

、

存

在

(ω
Φ
9
)

で
は

、

「
質

」
　
(Q
u
a
lita
t
)　
と

「
量

」

(Q
u
a
n
tita
t)　
と

を

「
正
」

と

「
反
」

と

し

、
概

念

(ω
Φσq
ユ
豊

で
は

、

「
本

質
」

(W

e
s
e
n
)

と

「
顕

象

」　
(E
r
s
c
h
e
in
u
n
g
)

と
を

「
正

」

と

「
反

」

と

し
、

「
観

念

」

(Id
e
en
)

で

は

「
主

観

性
」

(の
c
豆
m
吾

く
団§

)

と

「
客

観

性

」　
(O
b
je
k
tiv
ita
t)

と

を

「
正
」

と

「
反

」

と

す

る

。

そ

の
他

の
自

然

哲

学

ま

た

は

精

神

哲

学

も

皆

そ

う

で
な

い
も

の
は

な
く

、
皆

そ

の

存
在

過
程

を

展

示
す

る

も

の

で
あ

り

、

衝

突

過

程

を

顕

現
す

る
も

の

で
は

な

い
。
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